
平成29年度　滋賀の文化財講座

～専門の文化財担当職員と学芸員がわかりやすく解説いたします。～

< 講師 >　古川　史隆
 （県教委文化財保護課）

金剛輪寺・十二神将像の
魅力に迫る

ー平成 28年度滋賀県新指定文化財よりー

< 講師 >　松下　浩
（県教委文化財保護課）

究極の城 彦根城 日吉山王祭礼図を
読み解く

< 講師 >　渡邊　勇祐 
（滋賀県立琵琶湖文化館）

８月１７日(木) ９月２１日(木)

近江の曳山祭り

< 講師 >　矢田　直樹
（県教委文化財保護課）

朝鮮通信使と近江

< 講師 >　井上　優
（県教委文化財保護課）

皆さまのご参加を
お待ちしております。

※ 都合により内容が変更となる場合がございます。

全５回全５回

５月１８日(木)
第 1 回

６月１５日(木)
第２回

７月２０日(木)
第３回

第４回 第５回

※会場には駐車場がございません。近隣の駐車場 ( 有料 ) をご利用になるか、公共交通機関でおこしください。

主催

滋賀県教育委員会
（主管：文化財保護課）

滋賀県立琵琶湖文化館

後援

滋賀県文化財保護連盟

公益社団法人
びわこビジターズビューロー

の打出打出 コヅチコヅチ

E-mail  biwakobunkakan@yacht.ocn.ne.jp

〒520-0806　 滋賀県大津市打出浜地先
TEL 077-522-8179　FAX 077-522-9634

【参加のご予約・お問い合わせ】【時　　間】　13時30分～15時（受付：13時15分から）
【会　　場】　コラボしが21　３階　大会議室

（滋賀県大津市打出浜２－１）
JR琵琶湖線膳所駅より徒歩15分
京阪石坂線石場駅より徒歩5分

【募集人数】　各回200名　
【受 講 料】　無料（事前予約制）

彦根城　大堀切

日吉山王祭礼絵巻 ( 部分 )　琵琶湖文化館蔵

大津祭
雨森芳洲肖像 ( 部分）　芳洲会蔵

十二神将像 ( 部分）　金剛輪寺蔵

滋賀県立
琵琶湖文化館
滋賀県立
琵琶湖文化館
滋賀県立
琵琶湖文化館

※席に余裕のある場合は当日参加も可



滋賀の文化財講座

平成29年度

全５回

日時・タイトル・講師および内容の一部について、都合により変更となる場合がございます。最新の情報につきましては滋賀県立琵琶湖文化館

ホームページ (http://www.biwakobunkakan.jp) をご確認いただくか、琵琶湖文化館（TEL：077-522-8179）まで、お問合せください。

※

第４回 平成２９年８月１７日（木）

　昨年１２月に全国の３３件の 「山 ・ 鉾 ・ 屋台行事」 がユネスコの無形文化遺産に登録されました。 滋賀県からは、 長浜曳山祭り
がそのうちの１つとして登録されました。 県内には長浜以外にも、 大津や日野 ・ 水口 ・ 米原 ・ 大溝など多数の曳山祭りが行われて
います。 京都の祇園祭に代表される 「山 ・ 鉾 ・ 屋台行事」 とは、 そもそもどのようなお祭りなのか、 全国の山 ・ 鉾 ・ 屋台行事や
県内の曳山祭りの特徴、 そして 「山」 がなぜ動くのかをご紹介します。

近江の曳山祭り

第 1回 平成２９年５月１８日（木）

ー平成２８年度滋賀県新指定文化財よりー

第２回 平成２９年６月１５日（木）

究極の城　彦根城

第５回 平成２９年９月２１日（木）

　「朝鮮通信使」 は、 江戸時代に朝鮮国から日本へ派遣された外交使節団です。 11 回の通信使行列が近江国の朝鮮人街道など
を通って江戸へ往復し、 県内の各地で文化交流が行われました。 通信使に 2 度同行した近江出身の対馬藩儒 ・ 雨森芳洲の外交
思想にも触れながら、 ユネスコ記憶遺産登録候補である朝鮮通信使関係資料などを通して、 近江の異文化コミュニケーション史を振
り返ります。

第３回 平成２９年７月２０日（木）

日吉山王祭礼図を読み解く

朝鮮通信使と近江

　滋賀県には、 国宝や重要文化財を含む多種多様な文化財が所在しています。 滋賀県教育委員会と琵琶湖文化館では、 これらの

文化財を保護 ・ 活用するため、 調査や保存修理 ・ 展示公開などさまざまな取り組みを行っています。

　本事業は、 行政と博物館が協働して、 滋賀の文化財をめぐるホットな話題を提供し、 文化財を身近に感じていただくとともに、 その

魅力をひろく県民に向けて情報発信していこうとするものです。

　十二神将とは、 薬師如来を守護する十二体の武装神です。 金剛輪寺の護摩堂に安置される十二神将像は、 像高一尺余りの小さな
像ですが、 各像とも表情や姿勢に変化を持たせており、 バラエティーに富みます。 写実的で生気あふれる表情や、 激しい動きを瞬時
にとらえた身体表現などの特徴から、 鎌倉時代の製作と考えられます。 滋賀県内に伝来する十二神将像の中でも指折りの優品に数えら
れ、 作者が並々ならぬ技量の持ち主であったことが窺い知れます。 本講座では、 彫刻史上高く評価される金剛輪寺の十二神将像につ
いてその魅力を語ります。

  湖国三大祭の一つである山王祭。 その勇壮かつ華麗な姿は、 京都の祇園祭や賀茂祭などと並んで、 風俗画 ・ 祭礼図の代表的
な画題として数多く描かれてきました。 琵琶湖文化館の収蔵品にも、 ダイナミックに描かれた屏風や各儀礼を詳録した絵巻物など、
多様な日吉山王祭礼図があります。 また長い歴史を持つ山王祭は、 比叡山の焼き討ちや神仏分離など、 時代の趨勢 ( すうせい )
によって、 その姿を様変わりさせながら現在に至っています。 そこで本講座では、 琵琶湖文化館に収蔵されている日吉山王祭礼図
を中心に、 文献資料などを手がかりに、 前近代の山王祭の様相に迫ります。

　彦根城は、 関ヶ原の合戦後、 徳川家の重臣井伊家の居城として築かれました。 徳川氏による近江支配の要として、 また大坂
城の豊臣氏に対する最前線として、 重要な役割を担いました。 彦根城は、 戦国時代を通じて発達を遂げた城郭の縄張の究極の
姿が見られる城です。 国宝天守をはじめ、 主要な城郭建造物が重要文化財として現在も残ることから、 建造物への関心が集まっ
ていますが、 縄張や石垣といった地面に残された遺構もまた特別史跡に指定されていることからわかるように、 大変貴重なものです。
また、 城の周囲に広がる城下町も近世城下町の完成形として高く評価されています。 今回の講座では、 縄張や石垣などの遺構を
中心に、 彦根城と城下町の全体構造と、 そうした城や町が築かれた歴史的背景についてご紹介します。

の打出 コヅチ

金剛輪寺・十二神将像の魅力に迫る

http://www.biwakobunkakan.jp
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